「ルノアール展」オルセー美術館・オランジュリー美術館所蔵
国立新美術館（東京・乃木坂）　2016.04.27〜08.22
　本展は、「オルセー美術館」と「オランジュリー美術館」の両美術館の作品を初めて同時に貸し出すという企画で、巨匠「ルノアール」の「約100点」の風景画・肖像画などの初期から晩年までの作品が一堂に展示される企画である。
見どころは、①画伯の全貌を代表作と共にたどる！②19世紀で最も美しいと評価される絵画作品（下記参照）の初来日、③≪都会のダンスと田舎のダンス≫が45年ぶりに揃って来日、④円熟期の作品≪ピアノを弾く少女たち≫の来日、⑤晩延期の大作≪浴女たち≫（下記参照）の初来日などである。
　≪ムーラン・ド・ラ・ギャレット舞踏会≫（1876年　油彩・キャンヴァス）
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絵画は画伯が35歳時の作品で、描かれている人物は、庶民に愛された安価で楽しむことが出来たモンマルトルのダンスホールで着飾って参加した若者たちをモデルにして描いた作品で、“19世紀の中で最も美しい絵画”と評されている。
作品からは、庭園に群れ集う男女のざわめきや熱気が色彩を通して伝わり、光の効果的な表現や曖昧な輪郭、複雑な空間構成などの印象主義的な技法が評価されている。
そして、画伯の青紫調の温和な色彩とフランスらしいロココ伝統のやさしい色調の高さ131cm、幅175cmもある大きな作品は、画面の大半が人間によって充満し、地面は左の方にわずかに覗いているだけで、描かれている人たちはお互いに視線を交わし、目は概して大きく優しさがある。
≪浴女たち≫（1918〜19年　油彩・キャンヴァス）
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画伯が生涯描き続けた「風景の中の裸婦」の到達点で、モデルは豊満な体を見せておおらかな筆使いでありながら、風景と人体を巧みに描き分けている作品である。
多種多様な色彩で描かれた理想的な裸婦（ヴィーナス）は、創作意欲と探求心を強く感じさせて、画伯の最晩年に手がけた生涯最高傑作とされている。
